
304

世界一週時計の族
由　本　一　清

瀧播い地球
の上に住んでみて吾々は億日東から西へ巡る太陽を迎えるだから．東にみる人

は早く日を迎え．西にみる入は其れが遅い。だから．南北に離れてみる二人な

らば、なにも違つナこ時刻を持つ必要は無いのだけれさ、東西の方へは．この僅

か距たつナこ二入の間にも嚴密に言へば、時刻の違ひ（從って、用みる時計の針

の蓮ひ）はあるわけである。しかし。此れを只むやみに立面に考へてばかりる

ては、日常生活に不便が多いので．吾入は、こXに素読時なるものを約束し．

其れによって人間祠：會の一．一部分づつが同一の時刻を用ふこεNする。

　　一定の地に住んでみるものに取って．此の標準時制は便利である。しかし

世界を膀にかけて旅しまはる者に取っては．（止むを得ないεは言へ）各地々々

の標準時なるものが可なり復難なものだミの経験を與へるQ一先づ．自分が

1922年の秋から1925年の春まで三十ク月を費した世界一週族行の途中、行く先

き々々で如何に時計に櫛まされナこかte　11いて見やう。

　　1922年9月14日、自分は英子こ共に

曽和蓬出帆
しナこ、血忌での時刻は．言ふまでも無く日本の中央標準時で．播州明石を南北

に貫く東経1350の子午線に払ったものであった。横這は東経13go39’であるか

ら、嚴密に言へば。口の出浸が明石よりは18分37秒も早いわけ。從って．9月

14日午後3時に船が港を出ナこ時は．一統は横濱時刻の3時18分37秒であった筈で

ある。しかし此れ程の違ひは僅かなものであるし、又中央標準時εして日本入

一般が用みてみるのであるから．差し迫って不便でも無く。不都合でも無いQ

　　εころが．船が横面を出て

寒畢洋に乗り出し

て見るS．いよいよ．中央標準時の圏外になって．其れから後は、船の中に居

る者一同．器長の告示通りの標準時を用みる乙Sこなった。艦は東へ走るのだ

から．短日少しづっ太陽の蓮行を「出迎え」に行くわけQ從って一定の地鮎に佳

む人々よりも．日出が早くやって來、叉、正午も早く．口没も早くなる。故に

一一一・冾ﾌ長さが決して二十四時間では無くなる。一義も船中の一日が二十四時

間よりも如何程少ないかは、船の速度に密接な關係がある。自分等の船は横濱

出帆後．侮時間ZF均12乃至13浬（マaル）走つナこ。故に一書夜に三百浬ほさ東へ
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　行く割合ミなる。船の北緯は李均45。ぐらいのSころであっナこから、此の邊で

　の300浬は時刻にして28分ほき：三なる。尤も、日によって針路も多少違ひ、叉

　天蚕模様一一殊に風向きで船の速度も一定では無いから、簡輩な考へは許され

　ないが．εにかく、船長は．「此の航海中は船の時計を毎日30分つつ早めて行

　く一一一郭ち．一日を23時30分ミする。そして時計の針は毎日夜孚に改￥）る」ε

　告示した。

　　　ミころか。こNに一一生の一大事が起って來テこ。それは年齢の中に入らない

　妙な…日を與へられるこミになったからである。そ治は経度（東西共に）18G．卸

　ちグリニチからは正反封の一線を瀦が越えた事に蘭連する。9月23日の夕、船長

　は「明日は最：う一度9月23日目します上の告示を患された。實は、窪度180．を

　本統に越えたのは22日であったのだが．εにかく．こ減こ同じ名の口を二度績

　け様に與へられナこのであるD此れも世界蕨行の一興には違ひない。

北栄の繭岸1

　にたεり着いて、船がブンクーブー港に入つナこのは9月3細であった。其の前

　日般の位置は北米一帯の「太不洋岸標準時」圏内に入つナこ。（此の標準時はグリニ

tチ時刻より八時間邊れナこ時刻で、綴って口本：の中央標準時より17酵間渥れたも

　のである。）だからブンクーブーに着いた日も其のま・の時間を船では使ってゐ

　ナこ。

　　　ざころが30日の午後投錨ご同時に吾々は上陸して市内を散歩に出かけたま

　では無難であったが、ふε或る応の時訂を見るε．吾々の時刻ミは一時間違つ

　てるろ。之れも．始めは「其の店の時計が間蓮ってみるのだ．に．輕く考へてるた

　が他の家、も、其の他の家も．しまひに郵便局も、時計の針が皆同標に一時間淫

　んでみるのを見て．何だか氣が愛になって來た。自分の時計か誤りか5思って

英子やH君の時計ミも比べ合はして見ナこが．三入の者は皆一致してみろ。何だ

　か攣だガ、εにかく「午後8時までには船へ蹄って來て下さい。まも無く畠帆す

　るのですから」ε．上陸する時、澱員fちから注意されたのを思ひ出し、大事

　を取って、店輔の時計の八時にならない前に愴控εして船へ撃つナこ。鱗って見

　れば．船の時計はやはり未だ七時前である。「さうしナこのでせう？」S、tTt下し

　つ・船長に聞いて見ナこら、「いや．此の市内では今

夏期時刻（サムマータaム）

を使ってみるのです。しかし其れも今日限りで．明日から十月ですから夏期時

刻は止められ．普通の時刻こ愛るのです」ミの返事Qなるほさ終れで事情が判

明した一一ε同時に．自分は．今まで入の話にばかり聞いてみた「サムマータ

ーイム」にきわさい所で打つつかナこのであった。
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　　i翌十月一i正午前シアトル著。見るE此の市内では．何の不思講もなく、

吾々の船ε同じ「太李洋岸標準時」を使ってみる。一一しかし其れは丁度此の口

の朝からの事で．實は昨日まで．此のシア1・ルも夏期時間であったのだ。

　　十月九日朝シア1・ル出嚢．セントポール至尊でシカゴに向ふ。シカゴまで

車中が丸三日xE二時間．其の間に二度時計が攣って．何れも一時間つつ針を進

めた。米國は東西にも大きい國で．國全罷にわたり

四種類の標準時

を用みてみる、最も西の部分が前記の「太李洋岸標準時」．次が其れより一時間

早い「山語部標準時」．次が叉一時間早い「中央標準時」。最も束の部が「太西洋岸

標準時」で邸ち叉一時間早く、つまり英國のグリニチ時より五時間渥れナこ時刻

になってみる。十月十一口、自分等は車中で「中央標準時」圏内に入り、翌十二

1］其の同じ圏内のシカゴ市に着。

　　十月十八日からは、井リヤムスベーのヤーキース天文皇に滞在するこミミ

なつナこ。しかし此の邊は一帯にやはり「中央標準時」の圏内であって、二三時間

の汽車の往後に時計の針を獲へなければならない必要は無い。尤も1923年四月

末から、市會の決議により、シカゴ市だけは叉夏期時刻を用みるこεεなつナこ

けれ♂、其れは只シカゴ市だけの事であり、吾々のべ一村は変れを使はなかっ

た一夏期時刻も良い黙が無いでは無い。しかし理屈は姑く置き、族行者に取

って、市内では「市内時刻」（郎ち夏期時刻）、停車場では「停車揚時刻」（即ち夏

期時刻で無い普通の時刻）を使はなければならないのは面倒であった経験を自

分は此の頃度々持つナこ。

　　1923年六月末から自分等はべ一村を去り、シカゴを経て．再び西の海岸へ

打つずこ。サンフランシスコに着くまでの三日間の汽車の族の中でIS　．以前にシ

ャトルから東行したのε反封に．途・中で二度時計の針を逞らせて．師ち一日二

十五時間のBを二日持つナこ。それから、サンフランシスコやリク：天文皇に其れ

轟々一二週間を費して後．南島リフオニアのパサテナ市に十月末まて滞在、侮

日．井ルソン山天文皇に出入するこεミなつナこ。此の滞在期中、所々に小族行

を試み．又．カタリナ島へは日食観測のため一ALn間ほ♂泊ったこミもあっt：　c，

しかし．すべて此の邊は皆「太ZISL洋岸標準時」の領分内である。

　　十月末、自分等はパサデナを立って、サンタフェ線により．又、東部に向

つナこ。途中、シカゴやべ一村に寄り、又、シカゴ以東ではデトロイ1・．ナイア

ガラ．オ　一一バーン、オルバニー．サウス・ハドレイ村な：ヨに立：ち絶つナこが、結

島十一月十二日ボストン市に着くまでに、

前後三回時計の針を早めて
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十一月露ロナイアガラに着くまでのカナダ・オンタリオ州膿陸中に．既に「太西

洋岸転準時」の圏内に入つナこ。

　　ボストンの近郊ケンブリチ市には1923年十一月中旬から翌1924年八月末ま

で滞在した。滞在中であるが故に．E常の生活には「時刻」の混爲Lは殆ん3無か

ったが、只一つの事件が、やはり「夏期時刻」ε關連して起つた。それは1924年

四月二十七日であった。此の日、自分等は招かれて近郊のセー・　Vムに行く筈

で、何心なくボスbン北停車場に行って見れば．恰かも此のElら「夏期時刻」が

開始される0）で．地方列車の時間表は皆目剥せられ、從って、自分等は豫定0）

列車には乗れす、止むなく停車揚に二時調以上の時闇を1墨費したここホ爾．

先方の招待蛮人側を其れだけ永く待7こせたのであっナこ。

　　19％年九月八日、自分等はニゥヨークを出帆して欧州へ向つた。船は李ま勺

毎時16浬を出す新船であったが．それでも敵洲／則のグリニチ時刻圏1こ入るには

八日を費した。從って、船中では毎日40分つつ時針を早めた。

　　1924年九月十七El、自分等はフランスのアーゾル港に入つfこ。其の後撒目

間のパリ滞在、それからオルレアン．ボルドーを経て十月末Xペインへ入る頃

まではsすつE「グリニチ時刻」であった　一’S言ふべき筈であるが、實は英．

白佛、西等の半々を通じて行はれてるる「夏期時刻」であっ渇しかし本葬の自

分の心持を臼聾すればs欧洲に足を踏み入れてからは．下に記す出車事が不意

に起るまでは．「夏期時刻」を現に使ってみるεいふ事に全く氣が付かなかつ

ナこ⊃ε言ふわけは．米國での事情ε違って、歓洲の：方では、市内も汽車も，予

ての時計が皆．悉くpa　一一の時刻制を示してゐナこからQ一「やるなら此れ程撤喧

しなければいけない」ε自分も勝つナこ。

　　スペインの首都マドリッドでの國際會合に蓮なる：二遍闇は眞に樂しいプロ

グラムの蓮綾であった。殊に其の中の天理は十月四日の夜に皇宮内で催されナこ

王檬たちからの御招待であった。時刻は午後十時だεの御沙汰であったので’

「可なり遅い時刻だナ」こは誰も皆思つナこけれさ．萬事が此の調子にのん氣に出

庫てるるスペインの楽なのだからSも思ひ返した。ミにカ’く．會議に來てるる

十階ケ國の代員たちは綺羅を装ふて午後十時に宮中に参殿しナこ。皆は十時まで

に揃って王の出御を待つた。しかるに十時牛になっても、殆んE“十一時になっ

ても王の出御は無かつナこD一するε。列してみる代員たちの誰からεも無く

傳はつて薫る私語があっナこ。曰はく

「賢明なゐ王檬は明朝一同va　一一

時間の朝ねを御許し下さる1」

εいふのであった、なるほ♂s考へて見るミ．此の十月四日は欧州一般に「夏

期時刻」の最終の日なのであったQ明朝から総べての時刻は「夏期」式でなく普通



30g 世界一週時計の旋（山本）

のものに憂はるD從って．例へば明朝六時になっても．それが普通時刻では五

時なのだ。「王様が一時間の朝ねを御許し下さる」理由は全く之れであっナこ。實

際．翌十月五日は一同がエスコリアルの古跡へ案内せられる筈で．汽車は八時

五十分に獲するSいふ前ぶれであっナニけれ3、それは「普通」の時刻である故に

前日までの習慣上から見れば決して早い時刻では無かったのである。

　　1924年十月から十一月まで、自分等は佛．伊．スヰス．i燭。白の國々を族

Uf：o其の中で、伊．ス井ス、猫の三國は「中歓腰回時」εしてグリニチ時より

も一時闇だけ早い時刻を使ってみるため．「グリこチ時」を使ってみる國言の闇

の出入には時刻の攣動が可なり面倒であった。殊に自分の此の旅行中には．ド

イツ旅行中のニク日だけを新フランス領ストラスブール市に費したこεがあっ

たし、四叉、頗る面倒であったこごは、ドイツのフランクフォルトからクルン

まで．ライン河畔の臨時占領地欝に1ま公式に「爆撃時」（尽りグリニチ時刻）が張

行せられ、しかも被占頷者の一般市民たちは「ドイツ時．勘ち中歓”寺を用みてみ

たこεであった。

　　十一月中旬から自分は暫くパリを立って英國に族しf．しかし．；英ε佛ε

は今全く同じ時刻を用みてみるため、「時」に忘しては何の困難も起らなかったQ

次いで．同年十二月に自分はパリを立って．白蘭爾國を通過し、中央ドイツま

で足をのばしナこ／）此の脳中．白岡はフランスε同じ時刻を使ってみるから．英

國同様、時刻融よ極めて李易であったが．オランダは以前から．よほさ．頑固

な取り決めを守ってゐゐ。此の國は一般に「アムステルタ“ム時刻」ミ試して．グ

リニチ9寺よりtよ

19分32．1秒早い時刻

を使ってみる。尤も．汽車の襲着な雷には秒の桁はさうでも良いのだから、只

およそ20分だけの違ひだε知って置けば良いわけなのだが．こにかく．世界一

般の大勢に從はないで、グリニチ時ε4≧端な時差を持つやうな時刻を用みてみ

るのは自己のためにも他國のナこめにも不便此の上も無い。殊に此の欧洲の中部

にある國なのだから。一此のオランダを立って、ドイツに入った時にも．ま

だ時計は

　　　　　　　　　　6⑪分一19分32．1秒＝＝　40分27．9秒

だけ進めて、ドイツ時刻を求めナこ。

　　自分は1925年一月十六日佛國パリを立って．一旦中央イタリーに入り、一

月二十七日ナポリ港から鹿島丸で館朝の途についナこQ（佛伊の國境で時刻を一時

間だけ進めたのは勿論である。）鹿島丸の船中三十八ケ日、絶えず或る遽度を以

って東へ東ヘミ航海し績けたのであるから、所々の港に停船中の一日つつを除

いては．毎日一定の時間だけ時計の針を早めるこεが風動の告示によって行は
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れた。此の毎日毎日（a　．船の速度も一定でなく、叉．船の東西方向の攣位も一

定でないので、或る時は時針を10分進め．叉、儲る時は5分．或は30分。全く

まち々々であったのは止むを得ない。此うしてナポリの「中鰍標準時」から日本

の「中央標準時」までの八時間の蓮ひを、毎日少しつつ直して行ったこミになっ

てみる。

　　ミにかく．横田を出て騨戸に誹る迄、毎日の仕事Σしては少しづっ時計の

針を直し、結局、日本の「中央標準時」から再び日本の「中央標準時」に露つたの

であるから、日々の時針の修正は、積り積って．総計24時聞になった筈である

一一
ｾからε言って、自分等は此うした蕨行中．毎日少しつつ時間をけづり取

られて、つまり24時間郎ち一一・　llを損しナこやうにも思はれないここは無吟。しか

し其の代り、太李洋のまん中に於いて．前記しナこ通り．1922年九月二十三日ミ

いふ日を二度重ねkこεになってみるのであるから．やはり、自分こしては、

別に、時間の損をしナこわけでも、徳をしナこわけでも無い○結局プラスεマdナ

スミでセロ時間だけ壽命を延ばし得ナこに過ぎない。

　　　　世界各地の標準時一覧裏

（暖酒の中央標準時で正午の時、世界の各地での時刻）
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束濠州時

日本申央標準時

各 地 別

｛量総掘｝支，騰。ラ＿。，支，、

ニウジqランド（南洋）

擁甥ズ搬弓手嚇・
南濠州

一本中央凱、朝鮮

墓i轡、支那東部、西濠洲

　　　　　　　　東部インド

　　　　　　　　アフ1）力東岸
東歌標準時1ロシア、バルカン地方、エヂプト、南アフリカ

申礁輪軸婁認鰐架ナ」t’ア・塊・丁・
了ムステルタム購　　ナランダ

グリ島繍�ﾟ典、蠕ア〃凱　コ
　　　　　　　1
太茜洋岸標準時　　カナダ東岸、アルゼンチン、中央ブラジル

額灘1騰灘饗ボラ晒靹’
山岳画面陥ナ齪綱。の山縣
太田洋治民攣時　　カナダビ来國9の西部

　　　　　　　　アラスカ

　　　　　　　　バPイ諸島


